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お話と歌で講演
活動を行う谷口
さん。

12月に思う
青少年育成センター
指導員　谷口　晃

人権を考える12月
　12月になると思うことがあります。1941年12
月8日、真珠湾攻撃から始まった太平洋戦争。
どれだけ多くの命が奪われ、人権が侵害された
か。戦争は知らなくても、語り継いでいかなけ
ればならない負の歴史遺産です。そして、この
過ちを新しい平和な未来へとつなぐため、戦後
1948年12月10日、国際連合で「世界人権宣言」
が採択され、後にこの日を「世界人権デー」と
しました。愛媛県の差別をなくする強調月間が
11月11日～12月10日、国の人権週間が12月4日
～10日までとされているのも、ここからきてい
ます。西条市では毎月10日を「人権を考える
日」としているのも、同じ理由です。

身近な世界のことを我がこととして
　私は、自分自身の歩みや生き方を振り返る節
目として、これらの日や期間があるものと思っ
ています。世界や広く社会に向けた取り組みは

できなくても、家庭や自分自身に働きかけるこ
とはできます。今年1年、自分はどうだったの
か。4年前、障害者差別やヘイトスピーチをな
くすための法律が次々と施行され、その年の12
月に「部落差別解消推進法」が施行されました。
今年、新型コロナウイルス感染症に伴う偏見や
誹
ひぼう
謗中傷、差別をなくすためのシトラスリボン
運動という取り組みが愛媛から起こりました。
ウイルスとの闘いではなく、ウイルスによって
壊されかねない私たち１人１人の心を強く正し
く持ち続けていくための運動です。
　今、互いの人権を守る取り組みがさまざまな
ところで進められています。このような中、自
分が関わることのできる身近な世界で、私は本
当に「我がこと」として、全ての人権を大切に
しているのか、しっかり見つめたいと思うのが、
この12月です。新しく迎える年も、私たちの命
と人権が尊重される幸せなまちをつくる１人で
ありたいと思います。

　「誰か」のことじゃない。　12月4日㈮～10日㈭は人権週間
　今月の世界人権デーや人権週間を機会に、人権意
識を高めませんか。相手の気持ちを考え、違いを認
め合う心を育てましょう。
　また、人権問題でお困りの方はご相談ください。
電話やインターネットで行えます（無料・秘密厳守）。

○電話　みんなの人権110番　℡0570－003－110
　　　　８時30分～ 17時15分
　　　　（土・日曜日、祝日除く）
○インターネット（右二次元コード）�
　URL　https://www.jinken.go.jp/
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